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第○○期　監査計画書

1．監査基本方針


（1）監査活動を通じて、会社の健全な経営体質の実現と持続的な発展に貢献する。
（2）会社の経営方針、経営環境を把握し、法令・定款違反及び重大な損失を未然に防止するために取締役等との意思疎通を図り、公正不偏の立場を保持し、必要に応じ意見の陳述、助言または勧告を行う。
（3）会社の経営全般の健全性、効率性についても実態に即した監査を行う。
（4）監査役間の情報の共有化、活発な意見交換などコミュニケーションの充実を図る。

2．重点監査項目


（1）取締役の職務執行の監査

・取締役会等重要な会議における取締役の意思決定の状況、日常活動における取締役の職務の遂行状況を調査し、必要に応じ、助言・提言等を行う。

・代表取締役等と定期的に会合をもち、監査役監査の環境整備を図るとともに、重要課題等について意見を交換し、相互認識と信頼関係を深めるよう努力する。

・競業・利益相反・会社がする無償の利益供与、株主との通例的でない取引等についての調査を行う。

（2）計算書類等の監査

・四半期ごとに、重点監査項目（売上高・売掛債権等）を中心に監査を実施する。


（3）内部統制の整備・運用状況の監査

・法令、定款、社内規程等の整備および遵守状況
・リスク管理の状況（リスク管理委員会への出席）
・内部統制システムの機能状況

（その他　重点監査項目事例）

・文書管理･整備状況監査

・取締役会の意思決定監査

・企業情報開示体制の監査

・事業報告･計算書類の監査

・コンプライアンス体制の監査

・人材育成･強化への取組状況の監査

